
第 1号議案資料 

愛知県キャンプ協会 2023 年度事業報告 
 

１．2023 年度総会 ※2023 年 5 月 21 日現在 73 人 団体会員 9団体 
 

期  日：日時：2023 年 5 月 21 日(日)9 時 30 分～11 時 15 分 

議  案：2022 年度事業報告・会計報告・監査報告、2023-2024 役員、2023 年度事業計画及び予算案 

議決内容：全ての議案について多数の賛成を得て承認。出席者 25 人、委任状 32人 合計 57 人 
 

２．普及推進事業 
 

１）あいちキャンプフェスタ 2023 ＊（公社）日本キャンプ協会ビジョン 2025 推進事業。子どもゆめ基金助成活動。 

協賛：プランナーズランド株式会社、有限会社エスエスプリント、釣り具のマルハン。 

実行委員会：7回実施（7月から 10月） 

①大高緑地あきまつり会場  会場：大高緑地（名古屋市緑区）定員 150 人 参加者 1564 人 

期日：10月 1日（日）役員：10 人 スタッフ：71人 

②安城デンパーク会場  会場：安城デンパーク（安城市）  定員 150 人 参加者（2日間）953 人 

期日：10月 7日（土）役員：6人 スタッフ：10人 10 月 8 日（日）役員：4人 スタッフ：32 人 

 
 
 

２）こどもキャンプ  会場：岡崎市自然の家（岡崎市）  定員 30 人   参加者 12人 

期日：2月 10日（土）-11 日（日）   運営役員：1人（中野理事） 運営スタッフ：9人 
 

アクティビティに子どもたちは何度もチャレンジして成功する喜び、楽しむ様子が見られた。本事業において、『大学生スタ

ッフの参加』、『愛知県キャンプ協会会員の参加』が新たに実現したことであり、これらは今後も継続発展させていきたい。 

 

３．研修事業 
 

 １）キャンプアカデミー2023   

①第１回：5月 21日（日）11:30～12:30  参加者 22人 

「キャンプ指導者に必要なマスコミ対応術、心構え」 

   講 師：NPO 法人日本冒険教育協会 奥村健介理事長 
   キャンプ指導者がテレビ局などマスコミからの依頼に応える対応術について、数本に渡るテレビ出演経験に基づいた考

えを説明いただいた。「忍耐力」「緊張したら負け」「気配りが非常に重要」といった求められることを認識できた。 
 

 

 

②第２回 「愛知県キャンプ協会団体交流会」※愛知県キャンプ協会及び各団体の日程が合わず開催中止。 
 

 

 

③第 3回：2024 年 3 月 9日（土）～10日（日）会場：愛知県美浜自然の家 定員：20 人参加者：14人 

     「防災にも役立つキャンプ講習会」 ※後援：特定非営利活動法人愛知ネット 

    講 師：特定非営利活動法人愛知ネット内藤瑤氏、愛知県キャンプ協会役員、 

内 容：能登半島地震支援の様子等の講義と実技で『やれること、できることを少しずつ』、災害に備えて日頃の生活

を工夫する、被災された方への支援のあり方を考える、参加者全員で共に学び、今後に繋げる時間となった。 
 

 

 

２）「キャンプ安全の日」全国一斉安全啓発キャンペーン   
    期 日：7月 16 日（日） ※7月第 3日曜日で固定実施 キャンペーン期間 7/1(土)～8/31(木) 

内 容：キャンプを中心とした研修や自然体験活動において，特に安全に留意すること研修内容や意識する呼びか

けを行ない、期間中 2団体（至学館大学、日本福祉大学）で安全に関する講義、実習が行われた。 
 

 

こども おとな 合計 こども おとな 合計 こども おとな 合計

➀ボウリング(ピンはペットボトル)
➁バルーンアート

➂ウォーターシューター(的あて)

中京大学フレンズ 155 124 279

①コーンホールゲーム
②トンボ作り（クラフト）
③香り体験

ＴＹＮ　虎と愉快な仲間たち 127 86 213

ネイチャークラフト
（キーホルダーづくり）

アズワンドリームメッセンジャーズ 93 63 156

①自然を感じるアクティビティ
②身体活動的な遊び

（株）ファミリスポーツクラブ 101 81 182

①ネイチャークラフト
②モルック

日本福祉大学 110 98 208

①ぶんぶんゴマ
②木の実等を使ったアート（絵）

NPO法人アサヒキャンプ名古屋 119 85 204 50 43 93

①ネイチャークラフト
②的当てゲーム
③玉入れ的なゲーム

ささキャン 175 147 322 74 70 144

作って遊んで秋満喫会2023 ！
①金魚すくい
②松ぼっくクラフト
③ストーンペイント

JRA
日本レクリエーションアカデミー 118 115 233 49 48 97

ネイチャークラフト（プラバン、的当て） 至学館大学 146 131 277 56 53 109

880 684 1564 264 246 510 229 214 443

安城参加人数　10/8（日）安城参加人数　10/7（土）
アクティビティ 運営団体（運営人数）

大高参加人数　10/1（日）

合計



第 1号議案資料 
４．指導者養成事業 
 

 １）キャンプインストラクター養成講習会（豊田市総合野外センターと共催事業） 

期 日：2024 年 2月 23 日（金）～2月 25日（日）会場：豊田市総合野外センター 定員 25人 

講 師：武藤会長、大山副理事長、藤井理事、豊田市総合野外センター職員 3人 

参加者：22 人  キャンプインストラクター資格申請 20 人（2024 年度会員） 

内 容：一人だけの炊飯、テント設営と撤収、キャンプフャイヤーの準備と運営、野外でのケガの手

当てや搬送法等に関する様々な講義・実習を実施した。 
 

 

 

 ２）キャンプディレクター2級養成講習会 中部・北陸ブロック開催県への支援 

    6/30～7/2：福井県キャンプ協会、  9/16～9/18：岐阜県キャンプ協会 

10/7～10/9：石川県キャンプ協会、  2/10～2/12：長野県キャンプ協会 

で実施するが、愛知県キャンプ協会役員の日程が合わず、運営支援に参加できなかった。 
 

５．調査研究事業  

愛知県キャンプ協会将来計画 「戦略プラン 2022-2025」の実施 
 

2022 年度収支報告や監査報告にもあったとおり協会を取り巻く状況は非常に厳しい。（公社）日本キャン

プ協会の「ビジョン 2025」をもとに、2022 年から 5年間の愛知県キャンプ協会の将来計画を「戦略プラン

2022-2025」としてまとめた。具体的に詰めることがまだできていないが、各年度及び今後のロードマップ

を項目ごと作成し、年度ごとの報告を総会で行う。 

平松理事長より、「戦略プラン2022-2025」について資料をもとに2023年度総会において説明がなされた。 
 

６．情報発信事業 
 

 １）正会員登録の推進  2024 年 3月 31 日現在 77 人（うち団体会員 11 団体） 昨年度同時期 72 人。 
 

 ２）ホームページのリニューアルを検討していたが十分に進めることができなかった。将来計画と併せて検

討しており、2024 年度中に具体案をまとめ、作業を進めていきたい。 

     HP アドレス  http://aichicamp.com/   
  

３）広報誌 60号（9月），61号（3月）を発行した。日本キャンプ協会会報『CAMPING』に同封。 
 

 ４）愛知県キャンプ協会の活動の広報（新聞社・テレビ局等へ事業案内，事業報告の送付） 

事業の多くが中止となったので、行うことができなかった。 
 

７．事務局 
 

１）役員改選（2023 年度-2024 年度役員） 

変更：平松理事長、中京大学フレンズの理事の退任、豊田市総合野外センター選出理事の変更等。 
 

２）会員サービスの向上 

  ・アウトドア関連企業と提携しての会員優待の新設検討 

    愛知県内アウトドア関連企業と提携についていくつかの企業と具体的な検討を進めている。 
 

３）他団体との連携                  

  ①中部・北陸ブロック（福井・石川・富山・長野・静岡・岐阜・三重・愛知）2022-2023 幹事県：福井県 

中部・北陸ブロックミーティング 4/22（土）国立青少年センター、8/3、12/19、3/5、3/6 オンライン 

    11/18-11/19 福井県奥越高原青少年自然の家  参加：平松理事長（オンライン）、藤井 

②日本キャンプ協会主催事業との連携 

・研修会及び課程認定団体講師研修会（4/22、10/28）、総会（6/10） 

   ・第 27回日本キャンプミーティング（国立青少年センター） 

③愛知県キャンプ協会団体会員等との連携                  

(1)主催事業の企画・運営を通じた団体会員との連携 ※事業中止により実施できず 

 ・キャンプアカデミー2023 の事業計画及び運営を団体会員の研修会と連携して実施 

・あいちキャンプフェスタ 2023 への運営協力依頼 

(2)団体会員の主催事業などへの講師派遣 

・豊田市総合野外センター事業「キャンプインストラクター養成講習会」と共催 

(3)団体会員の主催事業への後援（合計 2件） 

    ・団体会員数 2024 年 3 月 31 日現在 11団体。昨年度から 2団体の増加。 

(4)その他団体から依頼・要請された事業及び相談等への協力 

 ・中日新聞をはじめマスコミ、イベント企画企業，小学校自然体験活動等の依頼に対応。 
 

４）理事会の開催 ※12回開催 会場：名古屋 YMCA、下線リモート実施 

4/24、5/15、5/21、6/9、7/14、9/8、10/12、11/10、12/8、1/12、2/2、3/28   

    ※上記の他に必要に応じて各事業打ち合わせ、ミーティングを随時実施した。 


